
 

 

 

 

 

 

 

                                              

             

             

                             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

 

 

                 平成３０年度 重点目標「しっかり聞いて、しっかり伝えよう」 

石 二 小 だ よ り  
                      第 24号 平成３１年 １月２９日（火）     発行・文責：木村 恵子 本校ホームページ 

１月２３日に、５年生が介護教室を実施しました。

講師は東電パートナーズの方々です。市役所の方を含

めて５名の方がおいでになりました。この地域貢献事

業は震災後に始めたようですが、残念ながら今年度で

終了するとのことでした。 

まず、高齢者の方の視野が狭いことを学びました。

一番上の写真は、両手を広げていってどこまで見える

か確認しているところです。さらに高齢者に多い狭い

視野を体験しているのが、右の円形の写真です。 

狭い範囲しか見えないゴーグルを装着して歩い 

ています。普通に歩いているつもりでも、 

近くの人にぶつかってしまうことがあり、 

その大変さを実感しました。 

次に、半身が思うように動かない 

高齢者の大変さを理解するために 

左手のひじと膝に重しをつけて歩 

く体験をしました。 

最後に、杖をついて歩く体験を 

行いました。なかなかまっすぐ歩け 

ません。そんな方々を思いやりながら 

介護することの大切さを学んだ時間でした。 
膝やひじに重しをつけてもらった子どもたち 

 

杖をついて歩く体験 

２３日に６年生は「租税教室」を行いました。講

師は、相双法人会の方々です。税金が私たちの生活

にどのように役立っているかをＤＶＤで学んだり、

話し合ったりしました。最後に１億円のレプリカを

もたせてもらい、充実した学習になりました。 

石神地区のあいさつ運動を

活性化するために、3 校のＰＴ

Ａが協力して「あいさつ運動の

ぼり旗」を作りました。 まず、

各校児童から標語を募集し１

点を選びました。次に三校から

集まった３点を入れた左のよ

うな３種類ののぼり旗を注文

しました。２月１日の朝、中学

校の校門前であいさつ運動を

実施する予定です。 

本校児童が考えた標語です 



  

                        

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年度のスローガンは「夢に向かって、チャンス・チャレンジ・チェンジ」です。これまで、全校朝会や儀式的

行事を利用して、夢に向かって努力することの大切さを話したり、有名なスポーツ選手が卒業アルバムに書いた夢

を実現したことを伝えたりしてきました。また、放送委員会による昼の放送においても、数人ずつ自分の夢を伝え

る番組を作っています。学校便りでも、これから少しずつお知らせします。 

自分の夢や目標が明確になると、今なぜ学ぶのか？ どんな力をつけたいのか？について少しずつ考えるように

なります。もちろん、今から自分の将来の可能性をあまりにせばめることは避けなければなりませんが、子どもた

ちの職業観や勤労観を育てるキャリア教育をこれからも充実させていきたいと思います。 

保護者の皆様にお勧めしたいのは、お子さまに「自分の子どもの頃の夢」などを話したり、「将来の夢や目標」に

ついて語り合ったりすることです。親子の絆が強まり、学びに向かう力が高まるものと考えます。 

私
の
夢
は
、
美
容
師
に
な
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
、
私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
美

容
師
だ
か
ら
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
仕

事
を
見
て
い
て
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た
い

に
な
り
た
い
で
す
。 

 

佐
久
間 

 

私
の
夢
は
、
大
工
さ
ん
に
な
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
、
父
の
姿
が
か
っ
こ
い
い
か

ら
で
す
。
私
も
み
ん
な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
家
を
造
り
父
に
恩
返
し
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
も
家
を

建
て
て
あ
げ
た
い
で
す
。 

三
浦 

 

私
の
お
母
さ
ん
は
、
元
看
護
師
で
す
。

今
は
老
人
ホ
ー
ム
で
働
い
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
私
も
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
病
気
の

人
を
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
病
気
の
人
を
治
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

阿
部 

 
私
の
夢
は
、
工
作
家
に
な
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た
い
に

い
ろ
ん
な
物
を
作
っ
て
全
国
で
賞
を
取

り
た
い
か
ら
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大

き
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
ビ
ー
ズ
の
賞
に
入

り
ま
し
た
。
私
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
か

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

佐
藤 

 

ぼ
く
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ

て
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と

で
す
。
ぼ
く
は
野
球
部
で
も
な
い
し
、
下

手
だ
け
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
中
で
野
球
が
一

番
好
き
な
の
で
、
野
球
選
手
に
な
る
こ
と

を
夢
と
し
て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

岡
田 

 

ぼ
く
の
夢
は
、
チ
ー
ム
ラ
イ
ガ
ー
ス
を

強
く
す
る
こ
と
で
す
。
理
由
は
五
年
生
の

時
、
野
球
の
試
合
で
一
回
し
か
勝
て
な
く

て
く
や
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
六
年
生
に

な
っ
た
ら
一
勝
二
勝
と
勝
ち
た
い
で
す
。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

渡
部 

 

ぼ
く
の
夢
は
、
大
工
に
な
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
、
大
工
さ
ん
が
働
い
て
い
る

か
っ
こ
い
い
姿
を
見
て
「
自
分
も
や
っ
て

み
た
い
な
あ
」
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
大

工
さ
ん
に
な
れ
た
ら
町
に
何
軒
も
き
れ

い
な
家
を
建
て
た
い
で
す
。 小

林 
 

ぼ
く
は
、
医
者
に
な
っ
て
病
院
で
働
き

た
い
で
す
。
理
由
は
、
母
に
聞
い
た
の
で

す
が
、
ぼ
く
が
小
さ
い
時
に
ぼ
く
の
こ
と

を
助
け
て
く
れ
た
お
医
者
さ
ん
が
い
た

か
ら
で
す
。
ぼ
く
も
恩
返
し
を
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

阿
部 

 

５年生 


